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Agenda
１．開 会

２．決算説明
取締役 常務執⾏役員
荒幡 義光

３．⾼収益かつ規模の拡⼤を⽬指して
代表取締役社⻑
森川 雅⼈

４．質疑応答
５．閉 会
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決算説明

取締役 常務執⾏役員
荒幡 義光
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•前期決算内容

•当期の⾒通し

決算説明
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前期（２０１５年３⽉期）決算内容
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単位：億円

■連結業績推移

ⓒ2015 Shindengen Electric Manufacturing Co., Ltd.

＜売上⾼＞ ＜利益＞



モビリティ分野を中⼼に概ね堅調に推移
円安効果が寄与
積極的な設備投資、研究開発活動による費⽤増
新エネルギー製品の⼀部、点検・保守作業等の実施に伴う発⽣費⽤⾒込額計上

２０１４年３⽉期
２０１５年３⽉期

増減率
上期 下期 通期

売上⾼ １，０４５ ５０４ ５７８ １，０８２ ３.５%

営業利益 １１３ ４７ ２９ ７６ ▲３２.２%

経常利益 １０９ ４５ ３３ ７８ ▲２８.３%

当期純利益 １２１ ２９ ２２ ５２ ▲５６.７%

単位：億円
■連結業績
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２０１４年３⽉期 ２０１５年３⽉期 増減率

売上⾼

デバイス ３６９ ３８３ ３.９%
電装 ４２２ ４５９ ８.９%
新エネルギー ２６５ ２５７ ▲３.２%
その他 ３１ ３２ ５.６%
調整額 ▲４３ ▲５１ ー
合計 １，０４５ １，０８２ ３.５%

営業利益

デバイス ４２ ４１ ▲２.６%
電装 ７３ ６５ ▲１１.１%
新エネルギー ２３ ▲０ ―
その他 ０ ０ ▲３.３%
調整額 ▲２６ ▲３０ ―
合計 １１３ ７６ ▲３２.２%

■セグメント別連結業績推移

デバイス需要、産業機器市場向け堅調に推移、内部販売も増加
⼆輪⾞市場、ASEAN地域のFI化進む、ECU(電⼦制御ユニット)増加
新エネルギー、製品点検作業等の⼀時費⽤の計上により減益

単位：億円
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2014年3⽉期 2015年3⽉期

単位：億円

１１３１１３

■営業利益の増減
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７６７６

為替効果
９

材料費
低減等
８

構造改⾰
効果
７

労経費増
３１

点検保守
作業等
２５

その他
５



２０１４年３⽉期 ２０１５年３⽉期 増減⽐

営業利益 １１，３１３ ７，６７３ ▲３２.２%
営業外収益 １，２５５ １，６６８ ３２.９%
（為替差益） ２０７ ７９８ ２８４.０%

営業外費⽤ １，６０８ １，４８０ ▲７.９%
経常利益 １０，９６０ ７，８６１ ▲２８.３%
特別利益 ４５３ ０ ―
特別損失 ３８ ０ ―
法⼈税等 ３，７７６ ２，７３９ ▲２７.５%
法⼈税等調整額 ▲４，５３０ ▲１３０ ―
当期純利益 １２，１２９ ５，２５２ ▲５６.７%

単位：百万円
■経常利益・当期純利益
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• 経常利益 ：円安進⾏、為替差益７９８百万円を計上
• 特別利益 ：前期、タイ洪⽔に伴う、受取保険⾦を計上
• 当期純利益 ：前期、繰延税⾦資産計上に伴い法⼈税等調整額▲４５億円計上



単位：百万円
■純資産推移（連結）
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２０１３年３⽉期 ２０１４年３⽉期 ２０１５年３⽉期

純資産 資本⾦ １７,８２３ １７,８２３ １７,８２３

資本剰余⾦ ９，００９ ７,７３８ ７,７３８

利益剰余⾦ １２,６５２ ２４,３３３ ２７，７４７

⾃⼰株式 △１１４ △１１８ △１２３

株主資本合計 ３９,３７１ ４９,７７６ ５３，１８５

その他の包括利益累計額 ３７５ △１１３ ３，４７８

計 ３９，７４６ ４９,６６２ ５６,６６４

総資産 １１８，７００ １３２,８２３ １３４，００２

⾃⼰資本⽐率 ３３.５％ ３７.４％ ４２.３％



当期（２０１６年３⽉期）の⾒通し
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２０１５年３⽉期
２０１６年３⽉期（⾒通し）

増減率
（通期）上期 下期 通期

売上⾼ １，０８２ ５２７ ５６３ １，０９０ ０.７%

営業利益 ７６ ４２ ５３ ９５ ２３.８%

経常利益 ７８ ４１ ５２ ９３ １８.３%

（親会社株主に帰属す）
当期純利益 ５２ ２８ ３５ ６３ １９.９%

単位：億円

■連結業績⾒通し
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⼆輪⾞市場向け、⾃社製デバイス搭載ＥＣＵの新商品投⼊

新エネルギー、蓄電システム等ラインアップ拡充

積極的な設備投資、研究開発進める



単位：億円■セグメント別連結業績⾒通し
２０１５年３⽉期 ２０１６年３⽉期

⾒通し 増減率

売上⾼

デバイス ３８３ ４１７ ８.６%
電装 ５０１ ５１８ ３.３%
新エネルギー ２１５ １８６ ▲１３.８%
その他 ３２ ３４ ３.８%
調整額 ▲５１ ▲６５ ―
合計 １，０８２ １，０９０ ０.７%

営業利益

デバイス ４１ ４０ ▲２.７%
電装 ６５ ７４ １２.１%
新エネルギー ▲０ １６ ―
その他 ０ ０ ―
調整額 ▲３０ ▲３５ ―
合計 ７６ ９５ ２３.８%
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半導体需要、外販、内販とも増加⾒込む。将来に向けた設備投資・研究開発進める

⼆輪⾞市場、ＦＩ化とインド市場の拡⼤がドライバー、増産投資も継続

蓄電関連製品の増加⾒込む、構造改⾰効果、点検等⼀時費⽤がなくなり増益

※新エネルギー事業であった⼀部製品を電装事業に移管しています。１５.３期の実績は、組替後の数値を記載しております。



2015年3⽉期 2016年3⽉期
⾒通し

単位：億円
■営業利益の増減（⾒通し）

７６
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■配当予想について
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１株当り配当⾦予想（年間）
期末配当⾦として
前期：１０円

↓
当期：２.５円増配し、１２.５円

１株当り配当⾦予想（年間）
期末配当⾦として
前期：１０円

↓
当期：２.５円増配し、１２.５円



2016年3⽉期の業績⾒通しは、現時点で得られた情報に基づいて算定しておりますが、多分に不確実な要素を含んでおります。
従いまして、実際の業績は、業況の変化などにより記載の⾒通しとはことなる結果をなる可能性があります。

「エネルギーの変換効率を
極限まで追求することにより、

⼈類と社会に貢献します。」
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